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　1990 年代末から始まった高大連携は、当初、大学が有する教育資源を用いて、高校生
の学習意欲を向上させ、進路選択に役立てることを主な目的として始まり、その主な手法は、
高校生向けの出張講義、大学での授業の高校生への開放などであった。高大連携が活発
に行われるようになり10年以上が経過した。いま一度原点に立ち返って高大連携のあり方
について問い直す必要はないだろうか。
　この分科会では、まず、京都における草の根の高大連携について、その考え方と事例報告
を基調報告として行う。次に、多様な高大連携の中から、３つの事例報告を行う。これら
を題材として今後の高大連携の方向性を探る。

第
１
分
科
会

185



第
１
分
科
会

186



第
１
分
科
会

187

【１】分科会のねらい
　1990 年代末から始まった高大連携は、当初、大
学が有する教育資源を用いて、高校生の学習意欲を
向上させ、進路選択に役立てることを主な目的として
始まり、その主な手法は、高校生向けの出張講義、
大学の授業の高校生への開放などであった。高大連
携が活発に行われるようになり10年以上が経過した。
いま一度原点に立ち返って高大連携のあり方について
問い直す必要はないだろうか。
　この分科会では、①高大連携の全体を理解する視
座を得ること、②様々な高大連携の実践例を通じて、
今後の高大連携の方向性を探ること、そして、③高
大連携に問題意識を持つ関係者の横の連携をはかる
ことをねらいとした。
【２】報告の概要
　午前の部では、コーディネーターからの説明の後、
内村浩氏による基調報告と坂本文夫氏による事例報
告が、午後の部では、酒井正三郎氏と今井順一氏に
よる事例報告が行われた。
　基調報告において、内村氏は「『草の根の高大連携』
のすすめ」と題して、高校と大学の「学びの接続」の
問題を明らかにした上で、現在の高大連携について
検証し、あるべき高大連携の姿を提示した。内村氏は、
まず、高大での学び方の質的な違い、これからの時
代に求められる学力、学習に大きな影響を与える学
習観を論じ、高大連携を考える上での基盤となる
視点を提供した。次に、現在の高大連携の名の下
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に行われる取り組みの多くが、業者や大学教員任せ
であり、日常の授業改善や高大の教員交流に繋がっ
ていないことに警鐘を鳴らした。最後に、京都で行わ
れている草の根の高大連携を紹介しながら、これか
らの高大連携の姿として、①教員中心の交流、②双
方向性、③対等、④自主的活動を特徴とする「草の
根の高大連携」を提唱した。
　次に、３つの具体的な事例報告が行われた。
　一つ目の事例報告として、坂本文夫氏は、「高大の
教員が連携して高校の科目を受け持つ高大連携」と
題して、理系学部における法人内高校との連携による
高大連携の実践を報告した。これは、高校１年生の
特進クラスに単位対象となる１年間の講座を、高校と
大学の教員が協力して作り上げるプログラムである。こ
のプログラムが理系志願者の増加を目的としているこ
と、同一法人内ゆえに実行可能な高大の教員の協力の
下で、高大の教員が連携して講義、実習、夏の合宿、
研究発表という非常に手厚い内容で行われていること
が報告された。そして、プログラムの対象クラスにおい
て理系希望者が着実に増加し、数年間で約３０％から
約６０％に増えたという具体的な成果が報告された。
　二つ目の事例報告として、酒井氏は、「入学前教育
を含む継続的な高大連携」と題して、文系学部（商
学部）における、入学前教育を中心とする高大連携
の取り組みについて報告した。まず、①高大接続教育、
②入学準備教育、③学部教育が繋がった一つの体系
について、その内容、成果、課題について報告された。
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入学を前提としない高大接続教育として、多様な目的
と対象をもつプログラムがあること、入学を前提とする
（推薦・特別入試による入学者対象の）入学前教育で
は、時間を要する課題を与え添削していることが報告
された。その結果、学生自身、教員だけでなく、大
学教育、大学の評価においても、一定の成果に繋がっ
ているものの、負担の大きさ等の課題が報告された。
　三つ目の事例報告として、今井順一氏は「eラーニ
ングを介した双方向型高大連携」と題して、提携校
の高校教員との密接な連携による教材開発、学生の
積極的な関与という特徴のある高大連携の実践につ
いて報告した。まず、地元の高校が抱える問題解決
としてeラーニングの果たす役割が大きいことと、公
設民営の大学であるため地域貢献の意識が高いとい
う背景が説明された。そして、この高大連携の直接
のターゲットが「高校生」ではなく「高校教員」であ
ることと、高校教員の教材のニーズを教材の形にする
際に、大学生が積極的に関わり、上級生による下級
生の指導、卒業研究としての取り組みを通じて、学生
の成長機会と有機的に結びついていることが報告され
た。提携校からの進学も増えていることが報告された。

【３】質疑応答・討論
　活発な質疑・討論がなされたが、そのうち主なもの
を紹介する。
●高大教員の交流について
Q問題が生じたときに高大の教員がフラットに話し合
える関係はあるのか？
A（内村）高大の先生がフラットに話し合えるような
関係は、そう簡単には生まれない。高校の先生と大
学の先生は互いに意識や実態に大きな差があり、交
流を通じて初めてその差に気づき、お互いの実態が
分かるにつれて、より前向きな対応へと繋がっていく。
個人的なつながりを持つことが大事であり、そのため
にあらゆるルートを活用すべきである。
●主に高校のカリキュラム上の問題と高校教員の協力
について
Q高校のカリキュラムが遅れるのでは？そのため、複
数回の交流を持つことは難しいのでは？高校の教員の
負担が多い場合、反対なしに協力は得られるのか？
A（坂本）法人内高校との取り組みは、土曜を中心に
やっている。トップダウンであり、生徒が喜んで取り

組んでいたため、高校教員の協力がスムーズに得られ
たと思われる。この他、地域の複数の高校と協定を
結び、年５－６回のプログラムを実施し、協定校の生
徒は日程が合えば誰でも参加できる方式の出前講義・
実験も行っている。
●入学前教育について
（今井）入学前教育は、当初、紙ベースで始めていた
ものを、eラーニングと紙ベース（ネットワークの環境の
問題があるので）の両方で行うようになり、今はすべ
てeラーニングで実施している。いかに継続して学習さ
せるかが重要なので、課題を与えっぱなしではなく、途
中で手をかけている。
（酒井）入学前教育は、早期に入学が決まった者が遊
ばないための工夫が出発点だった。効果が上がってい
るが、一般入試組にも対象を広げるには、日程的にも
人数的にも困難である。
●模擬授業と大学全体の授業とのギャップについて
（酒井）これは、教員の個人差というよりも、高校と大
学の学びの差と思われる。
（内村）そもそも、模擬授業は大学の授業そのもので
はないので違って当然である。むしろ、そのことをきち
んと伝えるべきである。
●その他
（酒井）エンプロイアビリティを高めることに大学として
応えることは必要であるが、これと大学の使命が完全
には重ならないのではないか。大学には大学独自の存
在感がある。建学の理念を大事にしながら、社会のニー
ズにこたえていくことが大事。
（今井）高校と大学がそれぞれ、出来ること、出来な
いことを明確にして、シェアしていくことが大切。
この他、フロアから高大連携の前に高校は高校の授業
を大学は大学の授業をしっかりとすべきとの問題提起
があった。

【４】総括
　参加者の多くが何らかの形で高大連携に関わって
おり、非常に問題意識が高く、グループワークでは、
活発な話し合いが行われた。実践報告や質疑を通じ
て、高大連携のあり方については、様々な可能性や工
夫があることが分かった。そして、大学ごとに状況は
異なるため、やり方は違っても方向目標をもつこと
の重要性が確認された。反省点は、小さなグループ
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ワークにおいて情報公交換や意見交換が活発に行わ
れ、横の連携をはかるきっかけ作りができたものの、
時間の制約のためその内容をさらに全体で共有する
機会を持てなかったことである。
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「草の根の高大連携」のすすめ
京都工芸繊維大学 アドミッションセンター 教授 内村　　浩
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高大の教員が連携して高校の科目を受け持つ高大連携
京都学園大学 バイオ環境学部 バイオサイエンス学科 教授 坂本　 文夫
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㸦2010 ᖺᗘ䜎䛷䛿 2 ᭶⤊஢䛷䛒䛳䛯䛜䚸 2011 ᖺᗘ䛿 2 ᭶䛻ᾏእ◊ಟ᪑⾜䛜ィ⏬䛥䜜䛶䛔䜛䛯䜑䛻

12 ᭶⤊஢䛾䝇䜿䝆䝳䞊䝹䛻䛺䛳䛶䛔䜛䚹㸧

㸱㸬䝞䜲䜸䝸䝃䞊䝏䝣䜵䜰

๓༙䛿኱Ꮫᩍဨ䛻䜘䜛ㅮ⩏䚸 ᐇ⩦䜢ཷㅮ䛧䚸 ኟఇ䜏䛻䛿ྜᐟ䜢య㦂䛧䛯䛒䛸䚸 ᚋ༙䛿㧗ᰯᩍဨ䛻

䜘䜚 䛂ㄪ䜉䜛 䞉䜎䛸䜑䜛 䞉⾲⌧䛩䜛䛃 䜢䝔䞊䝬䛻ྲྀ䜚⤌䜣䛰䚹 ಶே◊✲䛷䛿 NIE 䠄ᩍ⫱䛻᪂⪺䜢䠅 άື䛾

୍⎔䛸䛧䛶᪂⪺グ஦䛛䜙䝞䜲䜸䝃䜲䜶䞁䝇㛵㐃䜢㑅䜃ෆᐜ䜢䜎䛸䜑䚸 䝞䜲䜸⎔ቃ䛻㛵䛩䜛᪂᭩䜢ㄞ䜏

䜶䝑䝉䜲䛻䜎䛸䜑䜛ᣦᑟ䜢䛧䛶䛔䜛䚹 ᭦䛻䚸 䜾䝹䞊䝥◊✲䛸䛧䛶䚸 䜾䝹䞊䝥ẖ䛻䝔䞊䝬䜢Ỵ䜑䛶ㄪᰝ 䞉

◊✲䜢⾜䛔䚸 ㅮᗙཷㅮ⪅඲ဨ䛻䝟䝽䞊䝫䜲䞁䝖䛻䜘䜛 7 ศ㛫䛾䝥䝺䝊䞁䝔䞊䝅䝵䞁䚸 3 ศ㛫䛾㉁␲ᛂ

⟅䜢⾜䛳䛶䛔䜛䚹 䛣䛾Ⓨ⾲䛿䝞䜲䜸䝸䝃䞊䝏䝣䜵䜰䛸䛧䛶ಖㆤ⪅䛻䜒ཧຍ䛧䛶㈔䛔䚸 㧗኱ᩍဨ䛻䜘䜛ᑂ

ᰝ 䞉ㅮホ䜢䛧䚸 ඃ⚽Ⓨ⾲䛾䜾䝹䞊䝥䜢⾲ᙲ䛧䛶䛔䜛䚹

䝞䜲䜸䝸䝃䞊䝏䝣䜵䜰䛾㐣ཤ 㻟ᖺ㛫䛾◊✲䝔䞊䝬㸦2009 㹼 2011㸧
2009 ᖺᗘ ���������� 2010 ᖺᗘ ���������� 2011 ᖺᗘ ������������

⍇⍈† ῝ᾏ㨶䛾⏕ែ 㢼㑧

䝥䝷䝘䝸䜰 ရ✀ᨵⰋ䛻䛴䛔䛶 䇲ᝒ䛧䜏䛸⨾䛧䛥 䝤䝷䝑䜽䝞䝇

㔛ᒣ䛾ಖ඲ 䝠䝖䝀䝜䝮䛾ㅦ䛻䛫䜎䜛 䜰䝸䛸ᡙ䜜䛶䜏䛯

ᚤ⏕≀ ⇕䛾ຊ䛷䟿⏑䜏 Up ື≀䛯䛱䛾୙ᛮ㆟䛺⾜ື

᪥ᮏ䛾 CO2 ๐ῶィ⏬ ㉸㡢Ἴ䛻䛴䛔䛶 ᮍ᮶䛾㘽䜢ᥱ䜛䝞䜲䜸䜶䝛䝹䜼䞊

䝭䝒䝞䝏 㔝⳯䛾Ⰽ䚷䛔䜝䜲䝻
≀⌮ኚ໬䛜䜒䛯䜙䛩ᚤ⏕≀䜈䛾ᙳ
㡪

iPS ⣽⬊ 䝥䝷䞁䜽䝖䞁 ே㛫䛾⏕ά䛻㛵䜟䜛ᚤ⏕≀

䝞䜲䜸⇞ᩱ
Research of Creature̺䝩䝹䝬䝸
䞁ₕ䛡 䇲

WORLD END Do we have a 
hope?

㑇ఏᏊ⤌䜏᥮䛘స≀ Ỉ䛸⏕䛝䜛⚾䛯䛱 Ⓨග⏕≀ 䇲 䛺䛬ග䜛䠛 

⺯ග䛯䜣䜁䛟㉁ Fermentation Experimentation SOUND

᪂ᆺ䜲䞁䝣䝹䜶䞁䝄
In the Ocean ᬽ䜙䛧䛻ᙺ❧䛴⏕
䛝≀

▱䜙䜜䛦䜛Ⓨ㓝䛾⛎ᐦ

䜶䝁䜹䞊 䝭䝒䝞䝏䛾⛎ᐦ 䜹䝤䝖䝮䝅䝊䝸䞊䛾䛖䜎䛥

BDFࠉ䝞䜲䜸䜶䝛䝹䜼䞊 Ⓨ㓝㣗ရ䛷୍᪥䜢㐣䛤䛭䛖

Ⓨග⏕≀䛻䛴䛔䛶 FERMENTATION

㸲㸬⌮⣔ཷ㦂⪅䛾ቑຍ

䛂䝞䜲䜸䝃䜲䜶䞁䝇ㅮᗙ䛃 䛾㛤ㅮ䛷⌮⣔ᚿ㢪⪅䜢ቑຍ䛥䛫䜛䛣䛸 䠄⌮⣔㞳䜜㜵Ṇ䠅 䛜䛷䛝䛯䛛䛹䛖䛛

䛿䚸 䜎䛰ศ䛛䜙䛺䛔䚹 ཷㅮ⏕䛜 1 ᖺ䛾≉㐍 A 䜽䝷䝇䛷䛒䜛䛣䛸䛛䜙䚸 䛂䝞䜲䜸䝃䜲䜶䞁䝇ㅮᗙ䛃 ཷㅮ⏕

䛾᭱ึ䛾኱Ꮫཷ㦂䛿 2011 ᖺᗘ䛷䚸 ᮏᖺᗘ䛜 2 ᅇ┠䛸䛔䛖஦䛻䛺䜛䚹 ୗ⾲䛻♧䛩㏻䜚䚸 2011 ᖺᗘ䛾

≉㐍 A 䜽䝷䝇䜢ྵ䜑䛯㧗ᰯ඲య䛷䛾⌮⣔ཷ㦂⋡䛜 ����㸣䛷䛒䜛䛾䛻ᑐ䛧䚸 ≉㐍 A 䜽䝷䝇䛾⌮⣔ཷ㦂

⋡䛿 ����㸣䛷䛒䜛䚹 ᮏᖺᗘ䛿 12 ᭶ 22 ᪥䜎䛷䛾㏵୰⤒㐣䛷䛒䜛䛜䚸 㧗ᰯ඲య䛷䛾⌮⣔ཷ㦂⋡䛜

����㸣䛷䛒䜛䛾䛻ᑐ䛧䚸 ≉㐍 A 䜽䝷䝇䛾⌮⣔ཷ㦂⋡䛿 ����㸣䛷䛒䜛䛛䜙䚸 ௒ᚋ䛾⌮⣔㞳䜜㜵Ṇ䜢ᮇ
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ᚅ䛧䛯䛔䚹

䚷㧗ᰯ䛾ධᏛ᫬䛷䛾ຠᯝ䛸䛧䛶䚸 䛂䝞䜲䜸䝃䜲䜶䞁䝇ㅮᗙ䛃 䜢୰Ꮫ⏕ྥ䛡䛾Ꮫᰯㄝ᫂఍➼䛷ྲྀ䜚ୖ䛢䚸

䛣䛾 2ᖺ㛫䛿 䛂䝞䜲䜸䝃䜲䜶䞁䝇ㅮᗙ䛃 䛜䛒䜛䛣䛸䜢Ꮫᰯ㑅ᢥ䛾㝿䛻⪃៖䛧䛯䛸䛔䛖⏕ᚐ䛜ቑ䛘䛴䛴䛒

䜛䛣䛸䛜䛒䛢䜙䜜䜛䚹 䜎䛯䚸 㧗ᰯഃ䛾ホ౯䛷㔜せ䛺䛣䛸䛿䚸 䛂䝞䜲䜸䜻䝱䞁䝥䛾ᐇ⩦䜢㏻䛧䛶⮬↛⛉Ꮫ

䜈䛾ጼໃ䜔⯆࿡ 䞉㛵ᚰ䛜㔊ᡂ䛥䜜䛶䛔䜛䚹䛃䚸 䛂䝞䜲䜸ྜᐟ䛿䚸 ᢸ௵ 䞉Ꮫᖺᩍဨ䛾༠ຊ䛺䛧䛻䛿ᐇ᪋䛷

䛝䛺䛔䜒䛾䛷䚸 䛂䝞䜲䜸䝃䜲䜶䞁䝇ㅮᗙ䛃 䜢㏻䛧䛶⌮⛉௨እ䛾ᩍဨ䛻䜒⌮⣔ཷ㦂䜈䛾⌮ゎ䛜ᚓ䜙䜜䛴

䛴䛒䜛䚹䛃 䛷䛒䜝䛖䚹

ἲேෆ㧗ᰯ䛷䛾⌮⣔ཷ㦂䛾᥎⛣䠉㧗ᰯ඲య䛸ཷㅮ䜽䝷䝇䛾ᑐẚ

኱Ꮫධヨᖺᗘ 2008 2009 2010 2011 2012

㧗ᰯ඲య
኱Ꮫཷ㦂ᘏ䜉ேᩘ 688 852 704 1021 479

⌮⣔ཷ㦂ᘏ䜉ேᩘ 115 176 207 197 115

⌮⣔ཷ㦂⋡ 16.7% 20.7% 29.4% 㻝㻥㻚㻟㻑 24.0%

≉㐍 㻭 䜽䝷䝇
኱Ꮫཷ㦂ᘏ䜉ேᩘ 㻝㻟㻝 188 286 287 92

⌮⣔ཷ㦂ᘏ䜉ேᩘ 41 62 㻝㻟㻟 100 56

⌮⣔ཷ㦂⋡ 㻟㻝㻚㻟㻑 㻟㻟㻚㻜㻑 46.5% 㻟㻠㻚㻤㻑 60.9%

㸦2012ᖺᗘධヨ䛿 12᭶ 22᪥⌧ᅾ㸧

௨ୖ
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入学前教育を含む継続的な高大連携
中央大学 商学部 教授 酒井 正三郎
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eラーニングを介した双方向型高大連携
千歳科学技術大学 総合光科学部 グローバルシステムデザイン学科 准教授 今井　 順一

㸯㸬࡟ࡵࡌࡣ

ㅮ₇࣭ࠊࡁฟྥ࡟㧗ᰯࡀ኱Ꮫᩍဨࠊࡣෆᐜࡢ㧗኱㐃ᦠࡿ࠸࡚ࢀࢃ⾜㧗ᰯ࣭኱Ꮫ࡛ࡢࡃከࠉ

ᤵᴗ࣭ᐇ㦂➼࠺⾜ࢆฟ๓ᤵᴗࡸ㧗ᰯ⏕ࡀ኱Ꮫ࡛ᐇ㦂࣭ᐇ⩦➼࠺⾜ࢆᙧែࡣ࠸ࡿ࠶ࠊ኱Ꮫࡢ

⛉┠➼ᒚಟ⏕࣭⫈ㅮ⏕ࡸබ㛤ㅮᗙ➼ࡢไᗘ฼⏝ࡓࡗ࠸࡜ᙧែ➼ࡀ௦⾲ⓗࠋ࠺ࢁ࠶࡛ࡢࡶ࡞

᪉୍ࠕࡿࡍᥦ౪࡟㧗➼Ꮫᰯഃࠊࢆ※ᩍ⫱㈨ࡢ኱Ꮫഃࠊࡣࡃከࡢࡳ⤌ࡾྲྀࡢࡽࢀࡇࠊࡋ࠿ࡋ

㏻⾜ᆺࠖࡢࡑࠊࡸሙ࡛᏶⤖ࢺࣥ࣋࢖ࠕࡿࡍᆺ୍࡛ࠖࠕࡢࡇࠊࡾ࠶᪉㏻⾜ᆺࠖࢺࣥ࣋࢖ࠕࡸ

ᆺࠖࡢ㧗኱㐃ᦠ஦ᴗࠊࡣ኱ᏛഃࡀᏛ⏕☜ಖ࠺⾜࡟ࡵࡓධヨάືࡢഃ㠃ࡢ࡜ࡢࡿ࠸࡛ࢇྵࢆ

ᣦ᦬ࠋࡿ࠶ࡶ

㧗ࠊ࡚ࡋᑐ࡟㧗኱㐃ᦠࡿࢀࡉ⾲௦࡟᪉㏻⾜ᆺ୍ࠖࠕ࡞࠺ࡼࡢࡇࠊࡣ༓ṓ⛉Ꮫᢏ⾡኱Ꮫ࡛ࠉ

➼Ꮫᰯഃ࡜኱Ꮫഃࡀ஫ࡢ࠸ᩍ⫱㈨※ࢆᥦ౪ࠊࡾࡼ࡟࡜ࡇ࠺ྜࡋ༠ാⓗ࡞どⅬ࡛⏕ᚐ࣭Ꮫ⏕

ࢆ㧗኱㐃ᦠࡢ཮᪉ྥᆺࠖࠕࡿ࡞࡜⬟ྍࡀᥦ౪ࡢࢫࣅ࣮ࢧ⫱ᩍ࡞ຠᯝⓗࠊࡸᡂ⫱ࡢ e ࢽ࣮ࣛ

2003ࠊ࡟ᰕࢆᵓ⠏ࡢࣥ࢖ࢨࢹ⏝ά࡞ຠᯝⓗ࡜༠ാ㛤Ⓨࡢࢢࣥ ᖺࡾࡼ⤌⧊ⓗࡋ࡜ࡳ⤌ࡾྲྀ࡞

࡚㛤ጞࠋࡓࡋ⌧ᅾࠊ໭ᾏ㐨ෆࡢ㧗➼Ꮫᰯ඲ 305 ࡕ࠺ࡢᰯ 38 ⮳࡟ࡪ⤖ࢆ⤖⥾ࡢ㧗኱㐃ᦠ࡜ᰯ

ࠋࡿ࠸࡚ࡗ

㸰㸬㧗኱㐃ᦠ࡜ e ࠉࢢࣥࢽ࣮ࣛ

���ᮏᏛࡢ㐍ࡿࡵ㧗኱㐃ᦠ

㧗኱㐃ᦠࠊࡣ኱Ꮫࡢᩍ⫱㈨※࡚࠸⏝ࢆ㧗ᰯ⏕ࡢᏛ⩦࡟ᑐࡿࡍ⯆࿡㛵ᚰࢆ㧗ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡵ

㐍㊰㑅ᢥ୍ࡢຓࢆ࡜ࡇࡿࡍ࡜୺࡞┠ⓗ࡚ࡋ࡜㐍ࠊࡾ࠾࡚ࡁ࡚ࢀࡽࡵᇶᮏⓗࡣࢺࢵࢤ࣮ࢱ࡞

ࡢ࡚ࡋ࡜ࠖࢫࣅ࣮ࢧࡢࡅᩍဨ࣭㧗ᰯྥࠕࢆ㧗኱㐃ᦠࠊࡣᮏᏛࡋ࠿ࡋࠋ࠺ࢁ࠶࡛ࠖ⏕㧗ᰯࠕ

ഃ㠃ࡶ㔜どࢆࡳ⤌ࡾྲྀࡢࡇࠊࢇࢁࡕࡶࠋࡿ࠸࡚ࡋ㏻࡚᭱ࡌ⤊ⓗࡢ␒୍࡟ᜠᜨࢆாཷࡢࡿࡍ

ࡉࠋࡿ࠶࡛ࡢࡿ࡞࡜㇟ᑐࡢࡑࡀࠖ⏕Ꮫࠕࡶ᪉኱Ꮫഃ୍࡛ࠊࡀࡿ࠶ᚐ࡛ࠖ⏕ࠕࡣ㧗ᰯഃࠊࡣ

᭷ຠࠊࡶ࡚ࡗ࡜࡟㧗➼Ꮫᰯᩍဨ࣭኱Ꮫᩍဨࠊࡎࡽ࡞ࡳࡢ⏕ᚐ࣭Ꮫ⏕ࠊࡣࡳ⤌ࡾྲྀࡢࡇ࡟ࡽ

ࡢ➼ᩍ⫱ᨵၿࡸᤵᴗᨵၿࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍᥦ౪ࢆᶵ఍ࡢ➼ಟ◊࡞ FD ᮇࡶ࡜ࡇࡿࡀ⧄࡟⤌ྲྀࡢ

ᚅࠋࡿ࠶࡛ࡢࡿࢀࡉᩍ⫱㈨※ࡢ┦஫⿵᏶ࠊࡾࡼ࡟㧗኱㐃ᦠ࡟ᦠࡿࢃேࡸ⤌⧊඲యࢵ࣓ࣜࡀ

ࡢࡇࠋࡿ࠼⪄࡜ࡿ࠶㔜せ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍᵓ⠏ࢆࢺࢵ࣐࣮࢛ࣇࡴྵࢆ༠ാⓗせ⣲ࠊࡿࡌឤࢆࢺ

ࡀࡢࡓࡗ࡞࡜᥎㐍ຊ࡞ࡁ኱ࡿࡍල⌧໬ࢆ㧗኱㐃ᦠࡢ཮᪉ྥᆺࠖࠕ e ࠋࡿ࠶࡛ࢢࣥࢽ࣮ࣛ

�����H࣮ࣛࡢࢢࣥࢽᴫせ

ࡓࡋ㛤Ⓨࡀࠎᡃࠉ e ᏛຊࠊࡸࡾࡀᗈࡢᏛຊᒙࡢ⪅ධᏛ࠺క࡟ከᵝ໬ࡢධヨࠊࡣࢢࣥࢽ࣮ࣛ

పୗၥ㢟➼ࡢᑐᛂ⟇ࣝ࢔࢕ࢹ࣓ࣜࠊ࡚ࡋ࡜ᩍ⫱ࢆຠᯝⓗ࡟㐍ࡢࡵࡓࡿࡵᡭἲ࡚ࡋ࡜ࡘ୍ࡢ

1999 ᖺ࡟╔ᡭࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡓࡋ㛤Ⓨࡢ࣒ࢸࢫࢩࡓࡋ≉ᚩ࡛ࠊࡀࡿ࠶⮬ᚊⓗ࡞Ꮫ⩦࡜⬟ྍࡀ

ࣥࣄ࡟ࡽࡉࠊࡅ௜ࢆኚ໬࡟㞴᫆ᗘ࡛ࣉࢵࢸࢫ࣮ࣝࣔࢫࠊࡾ࠾࡚ࡗ࡞࡜ࣥ࢖ࢨࢹ࡞࠺ࡼࡿ࡞

ࡓࡋ᭷ࢆ⬟ᶵࢺ WBT㸦Web-based Training㸧ᙧᘧ₇ࡢ⩦ၥ㢟ࠊ࡜ᅗࡀࣇࣛࢢࡸᐇ㝿ࡃື࡟

Ꮫ⩦᫬㛫࣭Ꮫ⩦ෆᐜ࣭ࡣ࡟ࡽࡉࠊᩍ⛉᭩ࡢࣥ࢖ࢨࢹࡿࡍࢺ࣮࣏ࢧࢆゎ⌮ࡢ⪅⩦Ꮫࠊ࡛࡜ࡇ
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Ꮫ⩦⠊ᅖ➼ࠊᏛ⩦඲⯡࡟㛵ࡿࡍ㐍ᤖ≧ἣ࡟࣒࢖ࢱࣝ࢔ࣜࢆᢕᥱ࡞⬟ྍࡀ࡜ࡇࡿࡍ LMS㸦
Learning Management System㸧ࡿࡼ࡟Ꮫ⩦ᨭ᥼ᶵ⬟ࡢࢶࣥࢸࣥࢥࡓࡲࠋࡿ࠶࡟㛤Ⓨࠊࡣ

ᇶᮏⓗྛ࡟ᩍ⫱ㄢ⛬ࡢᩍဨ࡜༠ാ࡛⾜ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⌧ᅾࠊ⌮ᩘ⣔ࢆ୰ᚰ࡟ᑠᏛᰯࡽ࠿኱Ꮫࡲ

࡛⣙ 18,000 ⣙ࡣ⪅⏝඲฼ࠊࡋ᭷ࢆࢶࣥࢸࣥࢥ 20,000 㧗➼Ꮫᰯ㛵㐃ࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞࡜ྡ

Ꮫ࣭ⱥㄒ࣭⌮⛉➼⣙ᩘࠊࡣ࡛ 5,000 ᩘ࣮ࢨ࣮ࣘ⏝฼ࠊࡾ࠾࡚ࡗ࡞࡜⬟ྍ⏝฼ࡀࢶࣥࢸࣥࢥ

⣙ࡣ 16,000 ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞࡜ྡ

���㧗኱㐃ᦠࡿࡼ࡟ᩍᮦ㛤Ⓨ

ࢸࣥࢥࡢࢫ࣮࣋⣬ࡓࢀࡉᥦฟࡽ࠿㧗ᰯᩍဨࡢ㐃ᦠᰯࠊࡀࡿ࠶ᡭἲ࡛࡞ᇶᮏⓗࡢᩍᮦ㛤Ⓨࠉ

࠸࡚ࡗ࡞࡜ࡳ⤌௙ࡿࡍ໬ࣝࢱࢪࢹࠊࡀࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ⏕Ꮫࡢ༓ṓ⛉Ꮫᢏ⾡኱Ꮫࠊࢆ✏ཎࢶࣥ

2ࠊࡀࡿ࠶࡛ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ⏕Ꮫࡢࡇࠋࡿ ᖺ⏕ࢪࣟࣉࠕࡢࡇࠊ࡜࣮ࠖࣂ࣓ࣥࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࠕࡢ

3ࠊࡓࡋ㦂⤒ࢆ࣮ࠖࣂ࣓ࣥࢺࢡ࢙ ᖺ⏕࡛ࠖࢺࣥࢱࣝࢧࣥࢥ࢔࢕ࢹ࣓ࠕࡢᵓᡂࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉᙜ

ࠊࡀࡓࡗᅗࢆ㛤Ⓨࢶࣥࢸࣥࢥࡢᩍᮦࣝ࢔࢕ࢹ࣓ࣜ࠺⾜ࢆ᏶⿵ࡸ⩦⿵ࡢᏛෆ࡛㧗➼Ꮫᰯࠊึ

฼⏝ࡓࡋᏛ⏕ࡢࡽ࠿ホ౯ࡾࡲ࠶ࡀᛮࠊࡃ࡞ࡃࡋࢃ㧗➼Ꮫᰯࡢᩍᮦసᡂࡢࡑࡾࡣࡸࠊࡣ㐨ࡢ

ᑓ㛛࡛ࡿ࠶㧗➼Ꮫᰯࡢᩍဨ࡟༠ຊࢆ౫㢗ࠋࡓࡗ࡞࡜࡜ࡇࡿࡍ㧗➼Ꮫᰯࡢᩍဨࡽ࠿ᥦ౪ࢀࡉ

ࢥࣝࢱࢪࢹࡀ኱Ꮫഃࠊࢆ✏ཎࡢࢫ࣮࣋⣬ࡓࢀධࡾྲྀࢆ࢘ࣁ࢘ࣀᤵᴗࡸᣦᑟἲ࡞ຠᯝⓗࠊࡓ

࡟ᩍဨࡢ㧗➼Ꮫᰯࡓࡲࠋࡓࡗ⾜ࢆࡳ⤌ࡾྲྀࡢᙧែ࡛ࡢඹྠ㛤Ⓨࠊࡓࡗ࠸࡜ࡿࡍ໬ࢶࣥࢸࣥ

㠀ࠊࡾ࠾࡚ࡗ࡞࡜⛬ᕤࡿࡍᣢ⥔ࢆࡉ㧗ࡢ᏶ᡂᗘ࡜ಖドࡢ㉁ࠊࡣಟసᴗ┘ࡢࢶࣥࢸࣥࢥࡿࡼ

ᖖ࡟㔜せ࡛ࠋࡿ࠶┘ಟసᴗ࡛ࠊࡣᅗࡿࢀࡉ♧⾲ࡸࡁືࡢࣇࣛࢢࡸ㡰␒ᩥࠊᏐᩘࡸᘧࡢ኱ࡁ

ࡸࡋゎ⌮ࠊ࡚ࡗ࡜࡟⪅⩦Ꮫࠊࢀࢃ⾜࡛ࡲウ᳨ࡢ㒊ศ࡞ヲ⣽ࡓࡗ࠸࡜ࢀὶࡢᘧኚᙧࠊⰍࡸࡉ

ࠊࡋᣦ┠ࢆᩍᮦ࡞࠺ࡼࡿᮇᚅฟ᮶ࡀᏛ⩦ຠᯝࠊࡵ㧗ࢆ࿡㛵ᚰ⯆ࡿࡍᑐ࡟⩦Ꮫࠊࡃ᫆࠸౑ࡃࡍ

㛤Ⓨࠊࡓࡲࠋࡿ࠶࡛ࡢࡿ࠸࡚ࢀࢃ⾜ࡀฟ᮶ୖࡓࡗࡀᩍᮦࡣᐇ㝿ࡢᏛ⩦ࢆ㏻ࡓࡌᐇドホ౯ࢆ

࡜ࡃ⾜࡚ࡆୖࢆ᏶ᡂᗘࡢࢶࣥࢸࣥࢥࠊ࠸⾜ࢆᨵၿࡸಟṇࡢࢶࣥࢸࣥࢥ࡚ࡌᛂ࡟ᚲせࠊ࠸⾜

ࠋࡿ࠸࡚ࡵ㐍࡚ࡋ⾜୪࡜㛤Ⓨࡢࢶࣥࢸࣥࢥ᪂つࠊࡶࡳ⤌ࡾྲྀࡓࡗ࠸

㸱㸬㧗➼Ꮫᰯ࡛ࡢά⏝஦౛㹼㧗ᰯࢺࢵ࣓ࣜࡢ

eࠉ ຠࠋࡿ࠸࡚ࡋ࡜ᇶᮏࢆ⤖⥾ᶵ㛵ࡢ࡜㧗➼Ꮫᰯ࡜༓ṓ⛉Ꮫᢏ⾡኱Ꮫࠊࡣ⏝฼ࡢࢢࣥࢽ࣮ࣛ

ᯝⓗࡘ࠿ᐇຠᛶࡿ࠶ά⏝ࢆ┠ᣦࠊࡵࡓࡍ㐃ᦠ⥾⤖๓࡟㐃ᦠࢆᕼᮃࡿࡍ㧗➼Ꮫᰯഃࡽ࠿ e ࣛ

ᩍࡢ㧗➼Ꮫᰯࠊࡁฟྥ࡟ᚋ㧗➼Ꮫᰯࡢࡑࠊ࠸⾜ࢆࢢࣥࣜ࢔ࣄࡢ⏬ィࡸⓗ┠ࡢ⏝άࢢࣥࢽ࣮

ဨࢆᑐ㇟ࡓࡋ࡜ e ࡢ࠿࠺࡝࠿⬟ྍࡀ⏝ά࡞ຠᯝⓗ࡟㧗➼Ꮫᰯഃࠊ࠸⾜ࢆㅮ⩦఍ࢢࣥࢽ࣮ࣛ

ࠊࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࡵ㐍࡛ࢇ㋃ࢆẁ㝵࡟࠺ࡼࡢࡇࠋࡿ࠸࡚ࡋ࡜࡜ࡇࡿᅗࢆ⤖⥾ࠊᚋࡓࡡጤࢆุ᩿

Ꮫᰯ඲యࠋࡿ࠸࡚ࡋ࡜ࢺࢵ࣐࣮࢛ࣇ⤖⥾࡞࠺ࡼࡿ࡞࡜ࡳ⤌ࡾྲྀࡢලయⓗ࡞ά⏝஦౛࡛ࡿ࠶

ά⏝࣭ᐟ㢟࣭୰Ꮫࡢᤵᴗ࡛ࠋࡿ࠶࡛⏝άࡢᩍ⛉୰ᚰࡣࡘ୍ࠋࡿࡁศ㢮࡛࡟ࡘ஧ࡃࡁ኱ࠊࡀ

eࠊࡾ࠶ά⏝஦౛࡛࡞௦⾲ⓗࡢࡑࡀ➼⩦⮬᚟⩦࣭ヨ㦂ᑐ⟇࣭ㅮ⩦࣭⿵⩦࣭⮬Ꮫࡢᰯ ࣥࢽ࣮ࣛ

ᑟࡾࡼ࡟ᨵゞࡢ᪂Ꮫ⩦ᣦᑟせ㡿ࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉሗ࿌ࡶ஦౛ࡿࡍᐤ୚࡟Ꮫຊྥୖࡀ⏝άࢢ

ධࡓࢀࡉ㧗ᰯ∧࣓ࣜࣝ࢔࢕ࢹᩍ⫱ࡶ࡜ゝࠊࡿ࠼୰Ꮫᰯࡢ᚟⩦ࠕ࠺⾜ࢆ᣺ࡾ㏉ࡾᏛ⩦ࠖࠊࢆe
ࠊྛ࡝࡞࠺⾜࡚ࡋ⏝฼ࢆࢢࣥࢽ࣮ࣛ 㧗ᰯࢀࡒࢀࡑࡣ≉Ⰽࡿ࠶ά⏝ࢆᐇ㊶ࡿ࠸࡚ࡋᡤ࡛ࠋࡿ࠶

ࡢᑡᏊ໬ࡶ㧗➼Ꮫᰯࠋࡿ࠶࡛⏝άࡢ࡚ࡋ࡜Ꮫᰯ඲యࡿࡼ࡟➼ศᤸົᰯࡸᏛᖺࡣࡘ୍࠺ࡶ

ᙳ㡪ࠊࡾ࠶ࡀ⏕ᚐ☜ಖࡵࡓࡢᏛᰯࡢ≉Ⰽࢆᡴࡕฟࡀ࡜ࡇࡍᏛᰯ⤒Ⴀୖᚲせࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞࡜

໭ᾏ㐨ࡣᗈᇦᆺ࡛ᑠつᶍᰯࡀከࡃᏑᅾࠊࡵࡓࡢࡑࠋࡿࡍᆅ᪉࡜ࡃ⾜࡟Ꮫ⩦ሿࡗ࠸࡜࠸↓ࡀ
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㐍㊰Ỵࡢᚐ⏕ࠊࡾᅗࢆ඘ᐇࡢᏛ⩦ᣦᑟ࡛࡜ࡇࡿࡍ⏝άࢆࢢࣥࢽe࣮ࣛࠊࢀࡽぢࠎከࡀἣ≦ࡓ

ᐃ࡟ᙺ❧࡚ࡓࡗ࠸࡜ࡿ஦౛ࡶከࡃぢࠊࡓࡲࠋࡿࢀࡽᑠつᶍᰯࡢከࡀࡃᏛᰯࡸྜ⤫ࡢເ㞟೵

Ṇ࡞้῝ࡓࡗ࠸࡜ၥ㢟ࢆᢪࡢࡑࠊࡾ࠾࡚࠼ᑐ⟇࡚ࡋ࡜୰Ꮫ⏕ᑐ㇟ࡢᏛᰯㄝ᫂఍➼ࡢ㝿ࠊeࣛ
ࠊ࠸⾜ࡀ㐃ᦠᰯࡢࡃከࠊࢆࡳ⤌ࡾྲྀࡿࡍ࣮ࣝࣆ࢔ࢆ඘ᐇࡢ㐍㊰ᣦᑟࡸ⩦Ꮫࡿࡼ࡟ࢢࣥࢽ࣮

ᡂᯝࡿ࠸࡚ࡆୖࢆ஦౛ࡶሗ࿌ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉe࣮࡛ࣛࢢࣥࢽ≉ⰍࢆᡴࡕฟࠊࡋᏛᰯࢆ PRࡼࡋ

༞ࡸ㐍⣭ࠊ࡚ࡋ୙㊊ࡀ୙Ⓩᰯഴྥ࡛ฟᖍ᪥ᩘࡸ㛗ᮇධ㝔ࠊࡓࡲࠋࡔࡢࡿ࠶ࡀᛮᝨࡿࡍ࡜࠺

ᴗ࡟ᙳ㡪ࡀฟ࡞࠺ࡑ⏕ᚐ࡟ᑐࠊ࡚ࡋe࣮ࣛࢆࢢࣥࢽά⏝ࡓࡋ༢఩ㄆᐃࢀࢃ⾜ࡶࡳ⤌ࡾྲྀࡢጞ

ࠋࡿ࠸࡚ࡵ

㸲㸬༓ṓ⛉Ꮫᢏ⾡኱Ꮫ࡛ࡢά⏝஦౛㹼኱Ꮫࢺࢵ࣓ࣜࡢ

���ධᏛ๓ᩍ⫱࣭࣓ࣜࣝ࢔࢕ࢹᩍ⫱࡛ࡢά⏝

ࡓࡋ㛤Ⓨࠉ e࣮ࣛࠊࡣࢢࣥࢽAOධヨࡸ᥎⸀ධヨ࡛ྜࡢ᱁⪅ࠊ࠺⾜࡟ධᏛ๓ᩍ⫱࡛ࡶά⏝ࡉ

ࡋᑐ࡟⪅᱁ྜࡿ࠸࡚ࡗᩚࡀቃ⎔ࢺࢵࢿ࣮ࢱࣥ࢖ࠋࡿ࠸࡚ࢀ e࣮࡛ࣛࢢࣥࢽㄢ㢟ࡲ⤌ࡾྲྀ࡟

ࡆୖࢆຠᯝࠊࢀࡽぢࡶୖྥࡢ⋠㐩ᡂࡢㄢ㢟ࠊࡾࡼ࡟Ꮫ⩦ᣦᑟࡸ⏝άࡢLMSࠋࡿ࠶࡛ࡢࡿࡏ

ࡓࡲࠋࡿ࠶࡛ࢁࡇ࡜ࡿ࠸࡚ 1ᖺ⏕ᩘࡢᏛ࡛ࠊࡣ⩦⇍ᗘูࢫࣛࢡ⦅ᡂᩘࠊ࠸⾜ࢆᏛࡀⱞᡭ࡞

Ꮫ⏕ࡸᮍᒚಟࡿ࠶ࡀ┠⛉ࡢᏛ⏕ࡢᡤᒓ࡟ࢫࣛࢡࡿࡍᑐࠊࡋ㏻ᖖࡢㅮ⩏࣭₇⩦ࡢ௚࡟༢఩ࢆ

క࠸࡞ࢃᚲಟࣝ࢔࢕ࢹ࣓ࣜࠊࢆࠖ⩦⿵ࠕࡢᩍ⫱࡚ࡋ࡜ᐇ᪋ࡢࡇࠋࡿ࠸࡚ࡋ⿵⩦࡛ e࣮ࣛࢽ

ࢯࣜࡢᩍဨࡓࢀࡽ㝈ࠊࡎࡽ࡞ࡳࡢᏛ⩦ຠᯝࡣ⏝άࡢࢢࣥࢽe࣮ࣛࠋࡿ࠶࡛ࡢࡿࡍ⏝άࢆࢢࣥ

ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡘᣢࡏేࡶຠᯝࡓࡗ࠸࡜ࡿࡍຓ⿵ࢆࢫ࣮

⫱Ꮫ⏕ᩍ࠺క࡟㛤Ⓨࢶࣥࢸࣥࢥ���

ࡶ࡛࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝ࡢᏛ㒊ࠊࡵྵࢆ⫱ᩍࣝ࢔࢕ࢹ࣓ࣜࠊࡣ༓ṓ⛉Ꮫᢏ⾡኱Ꮫ࡛ࠉ e࣮ࣛࣥࢽ

࡟༢ࡣᙜึࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆᤵᴗᒎ㛤ࡓࢀධࡾྲྀࢆࢢ e࣮ࣛࢆࢢࣥࢽ฼⏝ࡿࡍഃ࡛ࡓࡗ࠶Ꮫ

ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡿࡏࡉኚ໬ࢆ⨨఩ࡕ❧ࡢࡑ࡟㛤Ⓨ⪅ഃࠊ࡚ࡌ㏻ࢆࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ⏕Ꮫࡢ๓㏙ࠊࡀ⏕

Ꮫ⏕2ࠊ࡛ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᖺ⏕ࡢ࣮ࣂ࣓ࣥࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡢເ㞟ࠊࡣබເࡢࡽࢀࡇࠋࡿࡼ࡟Ꮫ⏕

ࡣ e࣮ࣛࡢࢶࣥࢸࣥࢥࢢࣥࢽ㛤Ⓨ࡟ᦠࠊࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࢃ㛤Ⓨࢆࣝ࢟ࢫᏛࠊࡾࡼ࡜ࡶࡣ࡜ࡇࡪ

࣮࣑࡞ࠎᵝࡢෆ࡛࣒࣮ࢳ㛤Ⓨࠊࡸಟసᴗ┘ࡢ࡜ᩍဨࡢ㧗➼Ꮫᰯࡿ࠶࡛⪅Ⓨὀࡢࢶࣥࢸࣥࢥ

࢟ࢫ࡞୙ྍḞ࡟⫱ᩍ࢔ࣜࣕ࢟ࡢ➼ㄪᩚຊࡸຊ⬟ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࠊ࡚ࡌ㏻ࢆ➼ࢢࣥ࢕ࢸ

ࡢ㧗➼Ꮫᰯᩍဨࠊࡵࡓࡿᅗࢆୖྥࡢ㉁ࠊࡣᩍᮦࡓࡅཷࢆ࣮ࢲ࣮࢜ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡿࡍᚓ⩦ࡶࣝ

どⅬ࡛ᩍᮦࡢෆᐜ࣭┠ⓗ࣭ᣦᑟ᪉ἲ➼ࢆᢕᥱࠕࠊࡋຠᯝࡀᮇᚅ࡛ࡿࡁᩍᮦࠖࢆ┠ᣦࡓࡲࠊࡋ

࡟ࡽࡉࠊ࠸⾜ࢆホ౯ࡢࠖ࠿ࡿ࠶ᩍᮦ࡛࠸᫆ࡋゎ⌮ࠕどⅬ࡛ࡢ⪅⩦Ꮫࡢᐇ㝿ࡿ࠶࡛࣮ࢨ࣮ࣘ

㛤Ⓨ⪅ࡢどⅬࠕࡽ࠿㢳ᐈࡍࡓ‶ࢆࢬ࣮ࢽࡢ௙ᵝ࡛ࢆࠖ࠿ࡿ࠶ព㆑ࠊࡽࡀ࡞ࡋ≧ἣ࡟ᛂࡓࡌ 3
ࢸࣥࢥ࡟ࡽࡉࠋࡿ࠶࡛ࡢࡃ⾜࡚ࡵ㧗ࢆ᏶ᡂᗘࠊࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࡵ㐍ࢆ㛤Ⓨ࡚ࡗᣢࢆどⅬࡢࡘ

࠿࡜ࡇࡿࡍ⏝฼ࡀ⪅⩦Ꮫ࡟ᐇ㝿ࢆࢶࣥࢸࣥࢥࡓࡋ㛤Ⓨࡶࡾࡼఱࠊࡾ࠶ࡶタᐃࡢ⣡ᮇࡢࢶࣥ

ࡢಟసᴗ᫬┘ࠊ࡟≉ࠋࡿ࠶࡛ࡢ࠸࡞ࡃ࡞ᑡࡣᩍ⫱ⓗຠᯝࡢࡑࠊࡋ⏕Ⓨࡶ㈐௵ឤ࡞ࡁ኱ࠊࡽ

㧗➼Ꮫᰯࡢᩍဨࡢࡽ࠿Ꮫ⏕࡟ᑐࡿࡍᣦᑟࠊࡣࢫ࢖ࣂࢻ࢔ࡸᏛ⏕࡚ࡗ࡜࡟㈗㔜ࡗ࡞࡜ࡢࡶ࡞

ࡣ࡟ᐇ㝿ࠊ᪉୍ࠋࡿ࠸࡚ 2ᖺ⏕ࢶࣥࢸࣥࢥࡢࡇࠊࡣ࡛ࡅࡔ࣮ࣂ࣓ࣥࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡢ㛤Ⓨࢆ

࣏ࢧࡀࢺࣥࢱࣝࢧࣥࢥ࢔࢕ࢹ࣓ࡢ⏕3ᖺࠊ࡛ࡇࡑࠋࡿ࠶ࡀࡢࡶ࠸ࡋ㞴ࡣࡢࡿࡵ㐍࡟ࢬ࣮࣒ࢫ

ᣦࡢ⏕2ᖺࠊࢀࡉ⪄㑅ࡾࡼ࡟ᩍဨࡣࢺࣥࢱࣝࢧࣥࢥ࢔࢕ࢹ࣓ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞࡜ࡳ⤌௙ࡿࡍࢺ࣮

ᑟ࡟ᦠࢶࣥࢸࣥࢥࡣࢺࣥࢱࣝࢧࣥࢥ࢔࢕ࢹ࣓ࡢࡇࠋࡿࢃ㛤Ⓨࡢ⤒㦂್ࡶ㧗ࢶࣥࢸࣥࢥࠊࡃ
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㛤Ⓨࡢ୰ᚰⓗ࡞ᙺ๭ࢆᯝࠋࡿ࠸࡚ࡋࡓ㛤Ⓨ࡟㝿ࠊࡣ࡚ࡋ๓㏙ࡓࡋᵝ࡟ࣝ࢟ࢫ࡞ࠎຍࠊ࡚࠼

ồࡶᚸ⪏ຊࡸᚰୖྥࠊࡾ࡞࡜୙ྍḞࡀຊࢺ࣓ࣥࢪ࣮ࢿ࣐ࠊឤぬࢫࣥࣛࣂࡸࣉࢵࢩ࣮ࢲ࣮ࣜ

ᐇࡢㄢ㢟ゎỴᆺ࡚ࡌ㏻ࢆࡳ⤌ࡾྲྀࡢࡇࠊࡴྵࡃከࢆせ⣲ࡢ⫱ᩍ࢔ࣜࣕ࢟ࡣ⏕Ꮫࠋࡿࢀࡽࡵ

㊶ⓗࢆࣝ࢟ࢫ࡞㌟࡟௜ࡢࡇࠋࡿ࠶࡛ࡢࡃ⾜࡚ࡅᏛ⏕ᩍ⫱ࡣ㧗኱㐃ᦠ஦ᴗࢆ㏻ࠊࡌ኱Ꮫഃࡀ

ாཷฟ᮶ࡿ኱ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞ࡶ࡜ࡘ୍ࡢࢺࢵ࣓ࣜ࡞ࡁ

ࡼ࡟⏝฼ࡢ➼㟁Ꮚ㯮ᯈࡀᩍဨ࡟ᤵᴗ᫬ࠊ࡚ࡋ࡜ᇶᮏࢆ㛤Ⓨᡭἲࡢࢢࣥࢽe࣮ࣛࠊᅾ⌧ࡓࡲࠉ

࡞Ⓨᒎⓗࠊ࡝࡞ᩍᮦࣝࢱࢪࢹࡓࡋ࡜ⓗ┠ࢆ㐍ಁࡢᏛ⩦⌮ゎࠊࡵ㧗ࢆ࿡㛵ᚰ⯆ࡢᚐ⏕ࠊࡾ ICT
ά⏝ᩍᮦࡢ㛤Ⓨࡶ㐍ࣝࢱࢪࢹࡢࡇࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵᩍᮦࠊࡶᏛ⏕ࡀ㧗ᰯᩍဨ࡜┘ಟసᴗࢆ⧞

⾜ࢆᤵᴗ࡛ᐇドホ౯ࡢ㧗ᰯ࡟ᐇ㝿ࡣᩍᮦࣝࢱࢪࢹࡓࡋ᏶ᡂࠋ࠺⾜ࢆᩍᮦ㛤Ⓨࡽࡀ࡞ࡋ㏉ࡾ

ࢆ༠㆟࡜㧗ᰯᩍဨ࡝࡞ά⏝ἲ࡞᭷ຠࡸᩍᮦ㛤Ⓨ࡞ຠᯝⓗࡾࡼࠊࡌ㏻ࢆࢡࢵࣂࢻ࣮࢕ࣇࠊ࠸

㔜ࠊࡡ㉁ྥୖࢆ┠ᣦࠊࢆࡳ⤌ࡾྲྀࡢࡇࡓࡲࠋࡿ࠶࡛ࡢࡍ༞ᴗ◊✲ࡼ࡟࡜ࡇࡿࡏࡉࢡࣥࣜ࡜

ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞࡜ࡢࡶ࡞☜᫂ࡾࡼࡀࢺࢵ࣓ࣜࡢ⏕Ꮫࡿࡼ㧗኱㐃ᦠࠊࡾ

㸳㸬࡟ࡾࢃ࠾

ᖹᡂࠉ 20ᖺ 12᭶ࡢ୰ኸᩍ⫱ᑂ㆟఍ࠕࡢᏛኈㄢ⛬ᩍ⫱ࡢᵓ⠏ࡢ⏦⟆ࡢ࡚ࠖࡅྥ࡟୰࡛㧗኱

㐃ᦠࠕࠊ࡚࠸ࡘ࡟ධᏛ⪅㑅ᢤࡢⅬࡳࡢ↔Ⅼ໬ࠊࡀࡿ࠶࡛ࡕࡀࢀࡉ㧗➼Ꮫᰯ࡜኱Ꮫࡢ㐃ᦠࡼ࡟

㧗኱㐃ᦠࠕࠋࠖࡿ࠶㔜せ࡛ࡀ࡜ࡇࡃ࠸࡚ࢀࡽᅗࡀ⥆᥋ࡢ඲యࡓࡵྵࢆ➼᪉ἲࡸᩍ⫱ෆᐜࠊࡾ

ࠋࠖࡿ࠶࡛ࡢࡶࡿᚓࡾ࡞࡜ᶵ఍ࡢಟ◊࡞᭷ຠ࡚ࡗ࡜࡟㧗➼Ꮫᰯᩍဨ࣭኱Ꮫᩍဨࡢࠎಶࠊࡣ ࠊ➼

⌧ᅾࡢ㧗኱㐃ᦠࡢㄢ㢟࡜௒ᚋࡢ᪉ྥᛶࢆ♧၀ࡿࡍෆᐜࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞࡜ᖾࡶ࡟࠸༓ṓ⛉Ꮫᢏ

⾡኱Ꮫࡀ㐍ࠊࡓࡁ࡚ࡵe࣮ࣛࢆࢢࣥࢽ௓ࠕࡓࡋ཮᪉ྥᆺࠖ㧗኱㐃ᦠ஦ᴗࠕࠊࡣ༠ാ◊✲࣭༠

ാ฼⏝ࠖࠊ࡚ࡋ࡜ࢻ࣮࣮࣡࢟ࢆ㧗➼Ꮫᰯ࡜኱Ꮫࡢᩍ⫱㈨※ࡢ᭷ຠά⏝ࢆ㏻ࠊࡌ⏕ᚐ࣭Ꮫ⏕

࢕ࢹ࣓ࣜࡣ኱Ꮫ࡛ࠊࡌ㏻ࢆࢢࣥࢽe࣮ࣛࠋࡿ࠶ᡤ࡛ࡓࡁ࡚ࡗ⾜ࢆࡳ⤌ࡾྲྀࡓࡋ࡜᰾ࢆᡂ⫱ࡢ

Ⰽ࡙≉ࡢᏛᰯࡣ㧗➼Ꮫᰯ࡛ࡓࡲࠊ⏝άࡢ࡚ࡋ࡜⫱Ꮫ⏕ᩍࡸᏛຊྥୖࡓࡋ࡜୰ᚰࢆ⫱ᩍࣝ࢔

∧㧗➼Ꮫᰯ࡝࡞ᤵᴗᨵၿࠊࡸࡾࡃ FDࡢࡑࠊ࠸⾜ࢆࡳ⤌ࡾྲྀࡁ࡭࠺࠸ࡶ࡜ᡂᯝࢆ஫࡟࠸ாཷ

ࡳ⤌ࡾྲྀ࡞࠺ࡼࡿࡍᐤ୚࡟ᩍ⫱άື࡞ຠᯝⓗࠊࡾ࡜࡟㧗➼Ꮫᰯ࣭኱Ꮫ཮᪉ࠋࡓࡗ⮳࡟ࡿࡍ

㧗኱ࠊࡣ௒ᚋࠋࡿ࠶࡛ࡢࡿࡁᮇᚅ࡛ࡀࡳ⤌ࡾྲྀ࡞ⓗ⥆⥅ࠊࡾࡼ࡟ࢀࡑࡓࡲࠊࡾ࠶㔜せ࡛ࡀ

ࠊ࡜ࡶࡢ༠ຊ࡜ゎ⌮ࡢ㧗኱┦஫ࠊࡽࡀ࡞ࡋព㆑ࡾࡼࠊࢆࡳ⤌ࡾྲྀࡓࢀධ࡟ど㔝ࢆ⫱᥋⥆ᩍࡢ

◊ಟ࣭◊㛑ࡳ✚ࢆ㔜ࠊࡡ㐃ᦠࡢෆᐜࡸ㉁ࢆୖྥࡢᅗࡀ࡜ࡇࡿᚲせ࡟ࡽࡉࠋ࠺ࢁ࡞࡜㐃ᦠᤵ

ᴗࡣ㧗኱ࡢᯟࠊࡎࡽࡲ␃࡟ࡅࡔᑠ୰㧗኱ࠊࡀࢀࡒࢀࡑ༢య࡛ྛᩍ⫱ㄢ⛬ࡢᏛ⩦άືࢆᢸ࠺

ᚑ᮶ࢆࡳ⤌ࡾྲྀࡢⓎᒎࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡏࡉᏛᰯ⌧ሙࡃ࡞࡛ࡅࡔ⾜ᨻࡓࡵྵࡶᩍ⫱ᶵ㛵඲య࡛

ඣ❺࣭⏕ᚐ࣭Ꮫ⏕ࡢ⫱ᡂࢆᅗࡓࡗ࠸࡜ࡿᩍ⫱άືࡢࣥ࢖ࢨࢹࢻࣥࣛࢢࡿࡅ࠾࡟ᵓ⠏ࡀㄢ㢟

ࠋ࠺ࢁ࡞࡜

ཧ⪃ᩥ⊩

ᑠ࣭ᯇᕝᾈࠕ⌮ᕤ⣔Ꮫ㒊ᩍ⫱࡛ࡢ▱㆑ඹ᭷ࡓࡅྥ࡟ ICTᩍ⫱࢔࢕ࢹ࣓࣒ࠗࠖࢸࢫࢩᩍ⫱◊✲࠘
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